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1. 緒 言

遅延型 ア レルギ ーの本態叉はその メカニズ ム

に関 しては,今 日の ところ殆ん ど何 も分 ってい

ない ことは第 1篇論文 の緒言 に於て詳述 した通

りで ある｡

芹者 は, この遅延ZrL-r-I.ア レルギーの メカニズ ム

の解 明 の一 つの手 がか りを,比較的知識 の豊信

な即田津 !ア レルギーの メカニズム,即ち血 中抗

体魔性機構 と対比 して考 え ることに求 め,その

一 つの手段 として,束 1),Asherson等 2)によ っ

て報告 され た遅延型 ア レルギーの抑制実験 に着

目し,その角甲現の一 部は既 に第 1篇に於て報 告

した ｡

即ち, 著者 は結核死 蘭 と Freundの Incom-

pleteAdjuvantを もって ウサギを 感 作 した 後

に, 結核死菌を静注 Challengeす ると, 1f叫 】

抗体 には何等影響 を及 ぼす ことな く, 遅延型ア

レルギー(ツベル ク リン ･ア レルギ ー)のみが選

択 的に抑制され ること,及 びあ らか じめ結核死

菌を静 注 によ り前投 与 しておいた後,結核死 菌

と Freundの IncompleteAdjuvantによ り動

物 を感 作す ると,血 中抗体 は結核死南感ノ乍のみ

の対lKi動物 と変 わ ることな く産4:_され るのに対

して, ツベル ク リン ･ア レルギ ーはその産 性 が

著 し く抑制遅延 され る事実を 見 出 し, 後者 は

Asherson等 2)がモルモ ッ トで見出 した Immune

Deviation な る現象に相 当す るものであ ると考

繁 雄

えた｡

而 して,かか る現象が もた らされ る理 由 と し

ては,遅延三里ア レルギー と即時型 ア レルギーの

抗体産隼 機構が Uhretal,3'の言 う 如 き 一 元

的な ものではな く, Macrophage の介入 を 考

えて 2元的な機構の下 にあるためであろうと考

えた｡

動 こ用 い た抗 原の物理 的性状 によ って,解 離

現象がよ り可能 とな るのではないか と考 えた｡

即 ち,Particulateな抗原 が牲体 内に於て,Mac-

rophageに遭遇 し貧 食処理 され る機構が可溶性

抗原のそれ と異 な るために,それぞれ に対す る

抗体産牡 の枝村に差異が もた らされ るのではな

か ろ うか と考 えた｡

上述 の構 想 乃 至は推測を更 に追求 検討す るた

めには,抗 尻 と して は結 核死菌体 の如 き複雑多

岐な抗原 成分 を 含む ものよ りも, SimplePro-

teinの如 きIil-･抗原であ る方 がよ り好都合で あ

ろ うことは言 うまで もない｡

そ こで∴ 普者 はカ リミョウバ ンによ る沈減法

を用 いて,OldTuberculin(以 上0.T.と略す),

牛血清 アル ブ ミン (BovineSerum Albumin,以

下 BSAと略す),及 び牛血清グ ロブ リン,(Bo-

vineGammaGlobulin,以下 BGGと略す)の人

工抗原を作成 し,第 1篇 の実験 におけ る結核死

菌体 と同様 に,脱感作実験 並びに抗体産生 の抑

制実験 を試み ると共 に∴ 可溶性抗原 を用 いた場

合 との比較 を行 ったので, ここに報告す る｡
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2. 実験材料及び実験方法

1, 実験動物 :体重 2-2.5kgの市販白色成熟ウサギ

(雌)を使用 した｡

2. 各種抗原のカリミョウバンによる沈澱法 :浜島 4)

らの記機に従い,0.T.,BSA,及び BGGのカリミョ

ウバ ンによる沈澱を行 った｡

(a).0.T.のカ リミョウバンによる沈澱は-:圏 llll予

防衛年研究所製旧ツベルクリン原液 1mlに10% カリ

ミョウバン生ヂ銅勺食塩水溶液 5mlを少 しずつ加えて

混和 した後, 1N-NaOH を滴下 して pH6.5にする

と沈澱が生ずる｡ 次に 1,500r.p.m.,15分間遠沈 し,

上清を捨て, 沈≠歪を 二生理的食塩水 に混和して洗源す

るOかかる洗源を 3回繰 り返 し, 3回目の遠沈の後,

沈漆を生理的食塩水 1mlに浮遊せ しめたO

(b).BSA のカ リミョウバンによる沈澱法 :化学天

秤で正確に計量 したBSA(ArmourPharmaceutical

Company,Kankakee,Illinois,U.S.A.)蛋白粉末

を生理的食塩水に10%に溶解させる｡ 次にこの BSA

生理的食塩水溶液に10%カリミョウバン生理的食塩水

溶液等量を混和する｡ 以下,0.T.の場合と同 じく沈

澱を作り, 遠沈を行い,最後に沈漆を BSA5mg/ml

になるように生理的食塩水に浮遊 した｡

(C).BGGのカリミョウバンによる沈澱法 :化学天

秤で正確に計量 した BGG(本邦製)蛋白粉末を生理的

食塩水に10%に溶解 させ,史にこの BGG生理的食塩

水溶液に10%カ リミョウバン生理的食塩水溶液等量を

混和 し,0,T.の場合 と同じく沈澱を作り,遠沈を繰

り返 し, 最後に沈漆を BGG 5mg/mlになるように

ノ生理的食塩水に浮遊 した｡

3. 感作前及び感作後における抗原の投与方法 :BSA

は佳兜的食塩水溶液として 1mlを, 又, カ リミョウ

バ ンで沈澱せ しめた 0.T.,BSA及び BGGは夫 々生

理的食塩水懸濁液 1mlを耳静脈より投与 した｡

4. 感作方法 :

(a)･BCGによる感作方法 :BCG死薗 50mg (吃

燥重量)を生理的食塩水 0.5mlに浮遊 させ,流動パ ラ

フィン1ml, ラノリン0.5mlと混合撹拝 し,これを 2

分 して 1ml宛ウサギの両側大腿部皮下に注射 した｡

(b)･BSA による感作方法 :BSAlmgを BCG死

菌 50mgと共に生理的食塩水 0.5mlに浮遊させ,流動

パ ラフィン1ml,ラノリン0.5mlと混合撹拝 し,これ

を 2分 して 1ml宛ウサギの両側大腿部皮下 に注射 し

た｡

(C)･BGGによる感作方法 :BGGlmgを BCG死

蘭 50mgと共に生理的食塩水 0.5mlに浮遊 させ,疏
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動パラフィン1m1,ラノリン0.5mlと混合噺 半し,こ

れを 2分 して 1ml宛 ウサギの両側大腿部皮下に注射

した｡

5. 皮内反応 :

(a)･ツベルクリン皮内反応 :国立予防衛生研究所

製旧ツベルクリン原液を生理的食塩水により100倍に

稀釈 し, 勇毛 したウサギの側腹部皮内に 0.1ml注射

し,24及び48時間目の発赤を主 とし硬結を伴う皮内反

応を観察 した｡(以下,｢ツ｣反応 と略す｡)

(b)･BSA皮内反応 :BSAを生理的食塩水 にて 10

〝g/0･1mlの割合に溶解 し,勇毛 したウサギの側腹部

皮内に 0･1ml注射 し,5,24及び48時間目の発赤を主

とし硬結を伴う皮内反応を観察 した｡

(C)･BGG皮内反応 :BGGを生理的食塩水にて 10

〝g/0･1mlの割合に溶解 し, 勇毛 したウサギの側腹部

皮内に 0･1ml注射 し,5,24及び48時間目の発赤を主

とし硬結を伴う皮内反応を観察 した｡

6･ 血清反応 :被検血清としては,心臓穿刺にて採血

し,室温放置して凝固後,2,500r.p.m.,15分で遠沈 し

て血清を 分離 し, 56oC,30分非働化 したものを用い

た ｡

結核菌系に対する血清反応 としては,結核菌抽出液

中の多糖体が抗原 と考えられている沈降反応, ツベ

ルクリン蛋白 (PPD-S)を抗原とする Boyden凝集

反応, ツベルクリン多糖体が抗原 と推定 されている

Middlebrook-Dubos凝集反応を行 った｡

BSA及び BGGに対 する血清反応 としてはそれぞ

れBSA及びBGGを抗原 とする沈降反応及びBoyden

型の凝集反応を行った｡

(1). 沈降反応 :第 1第に述べたと同じ方法で行 っ

た ｡

(2). Boyden凝集反応 :第 1篇に述べたと同 じ方

法で行 った｡

(3). Middlebrook-Dubos凝集反応 :第 1第に述

べたと同 じ方法で行 った｡

(4). BSA沈降反応 :0.005%の BSA 水溶液を用

い,被検血清は 1.5%アラビアゴム生理的食塩水溶液

によって稀釈 して用いた｡村田の試験管を用い,被検

血清に抗原液を 重層する重層法5)により,370C 2時

間放置後判定 した｡判定基準は第 1第に従 った｡

(5)･ BSA凝集反応 :Boyden6)等の記載 した方法

に準 じ, pH7･2で20,000倍稀釈タンニン酸生理的食

塩水で処理 した2.5%ヒツジ赤血球浮遊液1mlをBSA

500〝gにて pH6･4の条件下で感作 し, この血球0.05

mlを100倍稀釈正常ウサギ血清を含む生理的食塩水で
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稀釈した被検血清 0･5mlに加え,一夜室鋸に放置した

後,Stavitsky等7)の判定基準に従って判定した｡

(6). BGG沈降反応 :0.005% BGG水溶液を1.5

%アラビアゴム生理的食塩水溶液によって稀釈した被

検血清に重層し,370C 2時間放置後判定した｡ 判定

基準は(4)に従った｡

(7). BGG 凝集反応 :BSA 凝集反応 と類似の方

法で行った｡

3. 実 鼓 成 績

1. 0.T.を用いた実験

A.結核死菌感作 ウサギに対す るカ リミョウ

バ ンで沈澱せ しめた 0.T.静注 Challengeの及

ぼす影響 :

(1) カ リミョウバ ンで沈澱せ しめた 0.T.1ml

投 与後のツベル ク リン反応 二

表 1に示す 如 く, BCG死菌感作 5週 目のウ

サギを 用い, カ リミョウバ ンで 沈澱 せ しめた

0.T.1ml静注投与後 のツベル ク リン感受性 を

100倍稀釈 0.T.で遂 目的に観察 した｡

感作 5週 日では全例に陽性であった｢ツ｣反応

が,Challenge後 2日目では 3例 申 2例が陰性

化 し, 1例が著明に減弱 されたが, 7日目では

｢ツ｣反応が再び陽性 とな り, このツベル ク リン

･ア レルギーの脱感作は極めて一過性であるこ

とが示 された｡

(2) カ リミョウバ ンで沈澱せ しめた 0.T.1ml

投与の結核Lr1日 1抗体に及ぼす影響 :
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(1)における感作 5週 目のウサギに,カ リミョ

ウバ ンで沈澱 せ しめた 0.T.1mlを静注 Chall-

engeした後 2日目,7口目の血清について,汰

降反応, Middlebrook-Dubos 凝集反応を行っ

た｡その結果は表 2に示す如 く,血清の各抗体

価に Challenge後の変動は認め られなかった｡

従 って, これ らの血中抗体は｢ツ｣反応 にみ ら

れたような Challengeの影響 を受 けていない

ことを知 った｡

即 ち, ツベル クリン ･ア レルギーと血中抗体

に対 し,Challengeの及ぼす効果に差異のある

ことを示す ものである｡

B.0.T.年‡剛勺食塩水溶液 及 び カ リミョウ

バ ンで沈澱せ しめた 0.T.の感作前投与が 感作

に及ぼす影響 :

BCG死菌 とFreundの ⅠncompleteAdjuvant

を用いてウサギを感作す る 3口前に,0.T.1ml

又は カ リミョウバ ンで沈減 せ しめた 0.T.1ml

の静注投与を行った｡

対照実験 としては,BCG死蘭感作のみを行 っ

た｡

(1) ツベル ク リン反応に及ぼす影響 :

表 3に示す如 く,感作群ではすべて｢ツ｣反応

陽性を示 したのに対 して,0.T.静注後感作 した

群では 1例を除 き殆ん ど｢ツ｣反応は陰性又は減

弱し, カ リミョウバ ンで 沈澱せ しめた 0.T.描

注後感作 した群では,｢ツ｣反応は全例が陰性叉

表 1 BCG死薗感作ウサギのツベルクリン反応にParticulateO･T･静注Cballenge

の及ぼす影響

ウサ ギ 番 号 判 定 時 間 感 作 5週 目

3 1 6 5

3 1 6 6

3 1 6 8

L

24

竺

24

竺

24

4

25×23(骨)

23×20(1+)

23×20(十十)

26×20(≠)

21×21(1+)

35×32(十り

Challenge

2 日 目 7 H 目

18×16(≠) 21∵21(十ト)

13:く12(±) 24×17(+)

0× 0 20〉く16(汁)

0× 0 22㌧<17(H)

07<0 25×20(汁)

0× 0 20:<20(十1)

ツベルクリン反応 1:1000.T.0.1ml皮内注射
数値は反応の縦径×横径 mm

± 著明でない発赤,+ 著明な発赤,≠ 著明な発赤及び硬結
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蓑 4 0.T.静注投与が BCG死菌感作ウサギの血中抗体に及ぼす影響
(感作 5週目)

ウ サ ギ ツベルクリン反応 沈 降 反 応 Middlcbroolく-I)ubos凝

集反応番 号 1:1000.T. 2∫ 10×2X10 20 30mm 9

1 5 91 5 1.0SolubleO.T.感 作 30773078
3122

3123

partictllateO.T_

感 作

3080

3081

3125

3126

感 作 3

0843085

312731283129

24時間目の反応径 結核菌水抽出液

O.Tび抗体塵/A:.機構に大差がなかった｡ この点著者の実験前

の 予想 と異なるが, これについては考技の項で述

べよう｡2. BSAを用いた実験 :A.BSA に Freundの CompleteAdju

vantを加えて感作 したウサ

ギに対す るカ リミョウバンで沈澱せ しめた BS

A静注投与の及ぼす影響(1) カ リミョウバ ンで

沈出 せ しめた BSA 5mgの静注投 与後の皮内反

応 :表 5に示す 如 く, BSA及び 結核死菌感作 5週日のウサギを用い, BSA 5mg をカ リミョウ

バ ンで沈澱せ しめて 静注投与後, BSA に対する皮内反応を BSAIOFLgで遂 卜日和こ観察 した

｡感作 5週 目では全例が 5及び48【畑 関目で陽

性であった BSA 皮内反応が静注投与後 2r=lElで

は, 5時間 目の皮内反応は 6例申 5例陽性であった

が,48時間 目の皮内反応では全例が陸佐化した

｡-一方,｢ツ｣反応は感作 5週 日では全例

が陽 性であり,静注投 与

A･後 2日昌では 6例申 5イ札 静注投 与後 7日呂

では全例が陽性を示 し,BSAの静注投 与によっ

て｢ツ｣反応は余 り影響を受 けなかった｡ - 5

9-即ち,BSA感作 ウサギの脱感作

は極めて一過性であ り,日一つ BSAに対 して特

異性を示 した｡(2)カ リミョウバ ンで 沈i殿せ

しめた BSA 5mgの静 注投 与後の血中 抗体に及ぼす影

響 :BSA 及び 結核死菌感作 5週 EJのウサ

ギにカリミョウバ ンで沈澱せ しめた BSA5mg静

注投与後 2日目,7｢1日の血清について,

BSA に対す る沈降反応,凝集反

応並 びに結核菌に対す る沈降反応, Boyd

en凝集反応を行った｡ その結果は表 6に示す如 く,血清の各抗

体価には静注投 与後の変動 は 認め られなかった｡従 って, これ らの

血申抗体は皮内反応にみ られたよ うな静注投 与に

よる影響を受 けていないことを知 った｡B.BSA に Freun

dの CompleteAdjuvantを加えて感作す る前にカ リ

ミョウバ ンで沈澱せ しめた BSAを,l'領

主授与す ることの感作 ウサギに及ぼす影響BSA に Freundの CompleteAdjuva

ntを加えて ウサギを感作す る 3口前 に,カ リミョウバン
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表5 BSA+Freund'sCompleteAdjuvant感作ウサギの
皮内反応に ParticulateBSA静注 Challengeの及
ぼす影響

ウサ ギ番 号 血 清 採 取 日 lうSA皮 内 反 応 ツベルクリン
反応5 時 間 目 48 時 間 目

48 時 間 目10 20 30mm 10 20 30mm

10 20 30mm2900 感作 5週目 ■-lCllal
lengC2日日 II

7日目 I}-■■l■■l

2901 感作 5週目 {-lChalleng

e 2日目 llI7日目

lト-l2905 感作 5過日 トー■lChal

lenge 2日目7日目 lll--l
2943

感作 5

週目Ch

allenge2日目7日目

2947 感

作 5週目

Chall

enge2日目7日目 ■-IlII

2948 感作 5週目ChalIenge 2E]

E]7日目抗 原 :

BSA IOFLg 1:100 0.T.リミョウバ ン50mgのみの静注投与(B群),

感作のみ(A群)及びカ リミョウバ ンで沈澱せ し

めた BSA5mgのみの静注投与 (D群)をそれぞ

れ行 った｡(1)皮内反応に及ぼす影響 :

表 7に示す如 く,感作後 5週 目において BSAに対す る皮内反応は, 5時間目では,カ リミョ

ウバ ンで沈澱せ しめた BSA 静注投与のみのD

群の 1例を除いた全例が陽性を示 したが,48時間

目では, A,B の対照群はすべて陽性を示 したのに対 して,静注投与後

感作 したC群では 6例ri12例が陰性で, 2例

が著明に弱い反応であった｡一方,｢ツ｣反応は非

感作のD群以外は同じように反応 した｡即 ち,カ リミョウバ ンで沈澱せ しめた

BSA静注投与の前処指引こよって,BSAに対す る即時型

ア レルギーは何等影響を受けないのに対 して, 貢大胸部研紀要 第2

巻 第1号遅延型アレルギーは明

らかに抑制されることが示 され

た｡(2)血中抗体に及ぼす影響 :

感作 5週 目に採血 した血清に

ついて,BSA及び結核菌系

に対する血中抗体について検討を加

えた結果,表 8に示す如 く,B

SAに対

す る沈降反応 と凝集反応並びに結核

菌に対す る沈降反応 とBoyd

en凝集反応は, いずれ も対照

群 と変わ らない抗体価が得られ

た｡即 ち,BSAを粒子抗

原 として前処置す る

ことによって,遅延型アレルギーの産生は著明に

抑制 されたが,即時型アレルギー

及び血中抗体の産生は抑制 され

ないことを知 った｡C.BSAにFreundのComp

leteAdjuvantを加えて感作する前に BSA

生理的食塩水溶液 を静注投与することの感作ウサギの

皮内反応に及ぼす影響 :

BSAに Freundの CompleteAdjuvan

tを加えてウサギを感作す る3口前に,BSA5mgの生理的食塩水溶

液の 静注投与 を行った｡ 対照実験 としては B

SA に Freund のCompleteAdjuvantを加えて 感作のみを行 っ

た｡感作 5週 目において,表 9に示す如 く,感

作前処置群では 5例申 3例が遅延型皮内反応は陰性であったが,対照群ではいず

れ も陽性を示 した｡即ち,この

場合においても, OTの場合 と同

じく可溶性抗原 と Particulate抗原 との差は認め られな

かった｡3. 抗原特異性に関する検討(1)脱感

作実験における特異性 :BSAに Freun

dの CompleteAdjuvantを加えて感作
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表 6 BSA+Freund'sCompleteAdjuvant感作ウサギの血 中抗体に ParticulateBSA
静注 Challengeの及ぼす影響

ウサ ギ 血 清 採 取 Ll B S A 結 核 菌沈 降 抗 体 価 擬 集 抗 休 価 沈 降 抗 体 価 Ⅰうov(l

ell抗 体 価番 号 (21) (1Oy2X) (2∫

) (10./2∫)1 5 (‖

5 10 1 号 91 5 1.02()00 感作 5週目Challcnge 2日

臼7HE-ー

2901 感作 5週目ChnHenge 2日F

j7日日

2905 感作 5週目Cー1311enge 2日目7L1日

2943 感作 5週日L:ー1Itllen酢■2rjR7日目

2947 感作 5過F∃Chこ11lellh'e 2F

]El7日日

I2948 感作 5週目Clーこ1

11州gC2日目7日目

に,BSAを粒子状

として静注投与す ることによって BSA に対す る遅

延型アレルギーの抑制がみ られたが,｢ツ｣

反応に対 しては何等影響を与えなかった｡ 血中抗体に

は静注 Challenge による抗体価の変動はみ ら

れなかった｡-一方,BCG死菌静注投与によって,

｢ツ｣反応の抑制がみ られたが

,BSAに対する遅延型アレルギーの影響はみ られず,血

中抗体価においては静注 Challengeの効果はみ られな

かった｡即ち,感作後静注 Challengeによ

る遅延型アレルギーの脱感作には抗頂

特異性のあることを知 っ た ｡(2)抑制実験に

おける特異性 :BSA及び BGGそれぞれに F

reundの Com-pleteAdju

vantを加えて感作 す る 3口前 に,BSA及び BG

Gそれぞれ 5mg をカ リミョウバンで沈澱せ しめて静注

投与を行った｡感作 5週 目に於て

は,表11に示す如 く,遅延型 アレルギーに対 しては,BSA及び BGGはそ れぞれ特異的

に抑制を示 したが, 血 中抗体価には差異は 認め られな か

った｡ 即ち, Asherson型の抑制実験に

も,抗原特異性があることを確認 した ｡

4. 考 按著者は第 1箆に於て, ウ

サギの結核死菌による感作前及び感作後に,結核死菌 とい

う粒子状抗原を静注 Challengeす ること

によ り,遅延型ア レルギーを示す｢ツ｣反応のみが選択

的に抑制され, 血 lil抗体の産/:I:_に

は何等影轡を与えないことを観察 した｡かかる

実験結果がもたらされた理由として,Mac

rophageによる会食処理過程の差異を取上げた
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表 7 ParticulateBSA 静注投与がBSA+Freund's
CompleteAdjuvant感作ウサギの皮内反応に及
ぼす影響 (感作 5週目)

実 験 群 ウサ ギ番 号 BSA皮 内 反 応 ツベルクリン
反応5 時 間 目 48時 間 目

48時 間 目10 20 30mm 10 20 30mm

10 20 30mmA 3018301927832785

』-l
一I

lII

II』■■-I

2786 tI■ --

-l2787 l』-

IB

302

730283029 IC 30
13301530163017

3020

3022

IlllllI

lIlD 3010

30113012

抗 原 :BSA IOFL

g 1:100 0･T･離が起 るものと考え

た｡即ち,この結果は両アレルギーの二元説

を示すものであろうとした｡更に粒子抗原

はかかる抗体産生の解離をもたらす上に,可溶

性抗原よりも活性が高いことを推定 したのであ

る｡しかし乍 ら,用いた

抗原が結核死菌という複雑多岐な抗原であるた

めに,現象の解明に繁雑さを加えるものと考えた

｡従って,今回はそれに代わるものとして,午

血清アルブ ミン (BSA)及び牛血清グロブ リン

(BGG)という比較的純化された単一抗原を

カ リミョウバ ンで沈澱せ しめて粒子状抗原とし

て用い,この静注投与によっても第 1篇の実験

におけ

ると同じく遅延型アレルギーのみを選択的に脱感作並びに抑制することが出来ることを証

明した｡か くて,著者は結核死菌という複雑多岐な抗 京大胸部研紀

要 節2巷 第 1号原に加えて,純

化された単一な人工粒子抗原によって

も,遅延型アレルギーのみを選択的に

,且つ特異的に抑制 し得 るこ

とを確め,ここに於ても遅延型アレルギー

と即時型アレルギーの解離が存すること

を確認 し得た｡しかるに,今回 0.

T.及び BSAを可溶性抗原の形(水

溶液)で用いた実験において,それ ら

が粒子抗原と殆んど差異を示 さず,同

様に抗体産生の解離現象を示 し得ることを知った

｡これは著者の予想と必ず しも一致 し

ない結果である｡即ち,Macrophag

eが抗原を貧食処理する過程に於て抗

原の物理的性状は重大な意義を持たな

いかの如 くである｡但 し,かかる結論を引

き出す前になお一応の吟味を必要とし

よう｡即ち,Dresser8) によ

れば 可溶性蛋白抗原といえども,高速

遠沈によって沈降し得る様な微細粒子

抗原を含有 し,かかる微細な粒子抗原

といえども,その抗体産生機構に対する態度は

貢の可溶性抗原と異なることが認められている

｡著者の実験に於ても,明 らかに表示 し得ない

けれども,可溶性抗原を用いた場合の遅延型ア

レルギーの抑制のされ方は,粒子状抗原の場合

よりもやや不確かな様にも感ぜ られた｡従 って

,著者の用いた抗原には時として微細粒子を混入 し

た場合 と然 らざる場合のあったことを否定出来

ない｡ この点は更 に吟味を 要するものと考える｡即時型

アレルギーと遅延型アレルギーの免疫学的解離現象,即ち ImmuneDev

iationに関 しては, 既に Boyden9),DvoraklO),Asherson2)

及び Borel等11)がモルモ ットに於て, 新

生時並びに成熟時のいずれに於ても,遅延型

アレルギーのみが選択的に抑制 され,血中抗体の産生

には影響 を与 えなかったと報告 している｡ 但し,
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表 8 ParticulateBSA静注投与が BSA+Freund'sCompleteAdjuvant感作ウサギの
血中抗体に及ぼす影響 感作5週目

実 験 群 ウサ ギ B S A 結 核 菌沈 降 抗 体 価 i 凝 集 抗 体 価 沈 降 抗 体 価 ー lうovde

ll抗 体 価番 号 l(27)≡ (lO/2-r) (21)
(10>(2Xl1 5 91 5 1P

1 5 し)1 5 10A 301830192783278

52786

2787

B 30273028

3029 Il

lI
I

I

IC 3013
30153

0163()17

3020

3022

I

llI

I

,lII

Ill

】ll

l

D 301030113012

表 9 SolubleBSA静注投与の
BSA1-Freund'sCompleteAdjuvant

感作ウサギ

に及ぼす影響静注 嵐
ウサギ番号(mg)

2923

2924

5 2925

294 1

3 105

3

114対 照 BSA皮 内 反応5時 間 目 48

時 間

目22×22(+)17×18(+)15×17

(+)0:く023h/23(+)16×20(+) 0)<00:く00× 035×21(｣+)23×20(≠)20×

20(≠)3 115 123×21(

+) 18xll(i)3 116 L2
4x28(+) 24×17(十)3 117 i20×18

(+) 21×19(+)点 か ら

, これを遅延型 アレルギーと即時型ア レルギーの 真 の

解離現象 とはせずに, ImmuneDevia

tionと呼んだのである｡著者の実験において も,今後血申抗体の質的 検討が この問題

の解明のために要請 される

と考え られる｡ 5. 総

括ウサギを結核死菌で感作す る前後に,0

.T.浴液及びカ リミョウバ ンで沈澱せ しめて粒

子状 としたものを 静注投与 す る ことの, ツベ

ル クリン ･アレルギー及び結核血申抗体に及ぼ

す影響について検討を加えた｡更に, 単一抗原として BSA及び

BGG を用い, それぞれによる感作前後に, BSA生

理的食塩水溶液,BSA及び BGGのそれぞれを
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表 10 脱 感 作 実 験 に お け る 特 異 性

BSA
感 作 脱 感 作

l

BCG死 菌

ウサ ギ番 号

2904

2907

2908

2942

2900

2901

Paiticulate 2905

BSA 2943
2947

1 2948

BCG死 薗

+
+

+
+

遅延型
皮膚反応血中抗体

+ - + +
+
+
+

+

1
+
+
+
一十

A 菓

裏 目 抑 制 実 験 に お け る 特 異 性

前投与抗原

BG G

感 作 抗 原 巨 サギ番可 貰農 芸
7

-1

1

111
11

1-

二

･
:

3 0 1 ,3

5

6

1

1

0

0

3

3

7

0

2

1

2

2

0

0

0

3

3

3

I

+

血中抗体
+

+

+

辛

辛

+ l +

+
+
+
+

+

+

漂農芸 A中轡r

G

G

G

+
C

B

B

A

G

S

+

C

B

B

4

4

4

:

‖
リ
=

3

3

3

3

3

3

1

1

1

3

3

3

3

6

7

0

2

4

+
+
+

±
±

±

+

+
+

5

1

2

3

4

4

1

1

1

3

3

3

G

G

G

+
C

B

B

+
+
+

+

+
+
+

+
+

+

+

｣
±

±

±

+
-
-
1

･

+

+
十

一

+
+

+

+

+
T+

I

+

｢

十

十

無 処 置 ≡ … ; ∃ … … … …

十
+
+

+
+

+

lengeす ると,｢ツ｣反応の一過性の陰性化がみ

られた｡

(2)(1)のウサギに於 ける 結核血 中抗体には

変動 はみ られなかった｡

B.(1)0.T.溶液及 びカ リミョウバ ンで沈澱

せ しめた粒子状 0.T.を前投与 した後に,結核

死菌で感作す ると,｢ツ｣反応の発現の抑制がみ

られたが,粒子状抗原の前投与 による抑制の方

がよ り著明の如 くであった｡

(2)(1)の ウサギの 結核血 中抗体の産生 には

全 く抑制はみ られなかった｡

2. A.(1)BSA を Freundの CompleteAd-

juvantを 用いて 感作 したウサギに, カ リミョ

ウバ ンで沈澱せ しめて粒子状 とした BSA を静

注 Challengeす ると,BSA に対す る遅延型 ア

レルギーの一過性 の抑制がみ られた｡
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(2)(1)のウサギにおける血中抗体には 変動

はみ られなかった｡

B.(1)BSA を Freundの CompleteAdju-

vantを用いて 感作す る 3口前に, カ リミョウ

バ ンで沈殿せ しめて 粒子状 とした BSA を静注

投与す ると,BSA に対す る遅延型 ア レルギーの

抑制がみ られ,10週 目に も及ぶ ことを知 った｡

(2)(1)の ウサギの BSAに対す る血 中 抗体に

は変動 はみ られなかった｡

C.BSA の生理的食塩水溶液を, BSA にて

感作す る前に静注投与す ると,同 じく BSA に

対す る遅延型 ア レルギーの抑制がみ られた｡

3, 以上の実験における遅延型 ア レルギーの抑

制には,それぞれ抗原特異性のあることを確認

した｡

(本論文の要 旨は,第16回 E1本 ア レルギー学

会総会 に於て発表 した｡)
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